
お詫びと訂正

『看護技術プラクティス　第 4版』におきまして，誤りがございました．
謹んでお詫び申し上げますとともに，以下のように訂正いたします．

訂正箇所 誤 正

p.33 「適応」欄
上から 11 行目 体温調節中枢（延髄）に障害がある患者 体温調節中枢（視床下部）に障害がある患者

	 	

訂正箇所 誤 正

p.374
図 3-2-31

「筋肉内注射部位の選定」
c. 中殿筋（ホッホシュテッ
タ―の部位）

	 	 （株式会社 Gakken 　メディカル出版事業部）

（2019 年 12 月 26 日，第 2 刷にて修正済）

（2024 年 2 月 26 日追記）

図３-２-31　筋肉内注射部位の選定
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a.  中殿筋（四分三分による方法）

b.  中殿筋（クラークの点） c.  中殿筋（ホッホシュテッターの部位）
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図３-２-32　筋肉内注射部位の皮膚の伸展方法
三角筋の場合
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中殿筋の場合

374

図３-２-31　筋肉内注射部位の選定
a.  中殿筋（四分三分法による方法）

b.  中殿筋（クラークの点） c.  中殿筋（ホッホシュテッターの部位）

d.  大腿四頭筋外側広筋
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図３-２-32　筋肉内注射部位の皮膚の伸展方法
三角筋の場合
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中殿筋の場合
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